
レ
シ
ピ
を
読
む
、
楽
譜
を
読
む
、
図
面
を
読
む
（
九
）

長
調
へ
の
誘
惑

小
野
塚
知
二

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
自
筆
譜
面
と
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
諸

種
の
印
刷
譜
面
と
の
間
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
相
違
が
あ
り
、「
さ
ん
ち
ろ

く
」さ
ん
の
サ
イ
ト「
遠
い
遠
い
夢
の
世
界
…
」の「
瀧
廉
太
郎「
憾
」の
自

筆
譜
を
め
ぐ
っ
て
」（https://w

eb.archive.org/w
eb/20181105025140/

http://w
w

w.geocities.co.jp/draum
everda/taki/index.htm
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）
が
差
異

の
由
来
に
つ
い
て
詳
し
く
考
察
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
小こ

長
ち
ょ
う

久
子
編
『
瀧
廉
太
郎
全
曲
集
︱
︱
作
品
と
解
説
』（
音
楽
之
友
社
、

一
九
六
九
年
）
八
二
～
八
四
頁
所
収
の
譜
面
に
拠
っ
て
い
ま
す
。

　

明
瞭
な
断
絶
と
減
七
和
音

　

こ
の
曲
は
し
ば
し
ば｢

悲
壮
な
感
じ｣

と
か｢

悲
劇
的｣

と
い
う
言
葉
で

表
さ
れ
ま
す
。こ
の
連
載
は
レ
シ
ピ
・
楽
譜
・
図
面
自
体
を
読
む
こ
と
を

通
じ
て
何
が
わ
か
る
か
を
考
え
ま
す
の
で
、
い
っ
た
ん
は
こ
う
し
た
言

葉
は
措
い
て
、
楽
譜
か
ら
何
が
読
み
取
れ
る
か
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

第
一
に
譜
面
を
眺
め
て
た
だ
ち
に
わ
か
る
の
は
、
前
回
（
連
載
第
六

回
）
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
減
七
和
音
が
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

　

連
載
第
六
回｢

荒
城
の
月｣
（
二
〇
二
四
年
三
月
号
）
で
、
瀧
廉
太

郎
の
数
少
な
い
ピ
ア
ノ
曲
で
あ
る｢
憾｣

に
言
及
し
ま
し
た
の
で
、
今

回
は
そ
の
譜
面
を
読
み
ま
す
。瀧
の
残
し
た
作
品
の
ほ
と
ん
ど
は
歌（
し

か
も
普
通
の
児
童･

生
徒
の
た
め
の
唱
歌
教
材
）
な
の
で
、
旋
律
の
音

域
や
調
性
に
は
自
ず
と
制
約
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ピ
ア
ノ
曲
に
は
そ
う

し
た
制
約
が
な
く
、瀧
は
よ
り
自
由
に
譜
面
を
書
い
て
い
る
は
ず
で
す
。

　
「
憾
」
の
譜
面

　

瀧
が
残
し
た「
憾
」の
自
筆
譜
面
の
冒
頭
に
は
、「B

edauernsw
ert 

憾/
D

en 14 Februar 1903

」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。B

edauernsw
ert

は
ド

イ
ツ
語
で
、
心
残
り
や
無
念
さ
を
感
じ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
瀧

自
身
が
そ
れ
に
憾
の
字
を
当
て
て
い
ま
す
。「
遺
憾
」
の
憾
で
す
か
ら
、

「
カ
ン
」
と
も
読
め
ま
す
が
、通
常
は
「
う
ら
み
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

瀧
廉
太
郎
は
一
八
七
九
年
八
月
二
四
日
に
生
ま
れ
た
の
で
、
こ
の
譜
面

は
二
三
歳
の
時
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
四
ヶ
月
後
の
六
月
二
九
日

に
大
分
市
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
が
瀧
の
最
後
の
作
品
だ
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部
と
第
三
部
の
間
は
明
瞭
に
断
ち
切
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
第
三
部
と
終

結
部
も
滑
ら
か
に
繫
が
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
第
三
に
、
こ
う
し
た
断
絶

の
箇
所
に
は
必
ず
減
七
和
音
が
関
与
し
て
い
ま
す
。

　

第
一
部
（
譜
例
１
）
の
最
初
の
二
小
節
が
こ
の
曲
の
主
要
動
機

（M
otif, 

楽
曲
の
最
小
単
位
に
な
る
旋
律
の
断
片
や
音
型
）
で
す
。
調

号
通
り
冒
頭
は
ニ
短
調
の
主
和
音
（
Ⅰ
、
レ
・
フ
ァ
・
ラ
）
で
す
。
第

二
小
節
の
旋
律
は
シ
♭
で
す
か
ら
、
凡
庸
に
書
く
な
ら
ニ
短
調
の
下
属

和
音
（
Ⅳ
、
ソ
・
シ
♭
・
レ
の
短
和
音
）
を
使
う
で
し
ょ
う
が
、
瀧
は

こ
こ
で
Ⅵ
（
シ
♭
・
レ
・
フ
ァ
の
長
和
音
）
を
付
け
て
い
ま
す
。
ニ
短

調
で
出
だ
し
を
切
り
な
が
ら
、
た
だ
ち
に
長
調
へ
の
傾
斜
を
示
し
て
い

る
の
で
す
。
こ
れ
を
二
回
繰
り
返
し
た
後
、
第
五
小
節
の
レ-

シ
♭-

ラ-

シ
♭
の
旋
律
は
Ⅳ
で
受
け
て
ニ
短
調
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

ま
す
。
こ
の
延
長
上
で
第
六
小
節
の
旋
律
ミ-

ソ-

フ
ァ-

ミ
に
和
音

を
付
け
る
な
ら
主
要
三
和
音
の
中
で
収
め
る
と
Ⅴ7
（
ラ
・
ド
♯
・
ミ
・
ソ
）

と
す
る
の
が
常
道
で
す
が
、
瀧
は
こ
こ
で
早
く
も
減
七
和
音
（
ソ
・
シ

♭
・
ド
♯
・
ミ
）
を
用
い
ま
す
。

　

第
七
～
八
小
節
は
定
石
通
り
Ⅳ-

Ⅴ7
と
な
っ
て
九
小
節
目
で
ニ
短
調

に
戻
り
ま
す
。
第
九
～
一
二
小
節
は
旋
律
的
に
は
第
一
～
四
小
節
と
同

一
で
す
が
、
第
一
〇
・
一
二
小
節
の
和
音
は
Ⅵ
で
も
Ⅳ
で
も
な
く
減
七

和
音
（
ソ
・
シ
♭
・
ド
♯
・
ミ
）
を
用
い
て
、
長
調
へ
の
傾
斜
を
い
っ

た
ん
峻
拒
し
ま
す
。
し
か
し
、第
一
三
小
節
以
降
は
Ⅳ-

Ⅲ（
フ
ァ
・
ラ
・

ド
）-

Ⅶ7
（
ド
・
ミ
・
ソ
・
シ
♭
）-

Ⅲ
と
動
い
て
ヘ
長
調
に
移
り
ま
す
。

ニ
短
調
と
同
じ
調
号
の
ヘ
長
調
（
平
行
調
）
に
転
換
す
る
の
は
一
八
～

す
。
第
二
に
実
際
に
音
に
し
て
み
て
わ
か
る
の
は
、
明
瞭
な
断
絶
が
あ

る
こ
と
で
す
。
こ
の
曲
は
三
部
形
式
で
全
六
五
小
節
（
第
一
部
（
主
部
）

一
八
小
節
、
中
間
部
二
〇
小
節
、
第
三
部
（
再
現
部
）
一
八
小
節
、
終

結
部
九
小
節
）、
ゆ
っ
く
り
弾
い
て
も
二
分
弱
の
小
品
で
す
が
、
中
間

　　レシピを読む、楽譜を読む、図面を読む（九）

譜例１　瀧廉太郎「憾」主部（第１部）



ニ
短
調
の
主
音
レ
か
ら
最
も
遠
い
音
程
で
あ
る
増
四
度
の
ソ
♯
を
高
音

部
で
二
度
繰
り
返
し
て
い
る
の
に
、
大
き
な
違
和
感
な
く
聞
か
せ
て

し
ま
う
と
こ
ろ
は
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
結
婚
行
進
曲
冒
頭
の
Ⅰ-

Ⅵ6-

Ⅶ7-

Ⅲ-

Ⅱ-

Ⅰ-

Ⅴ7-

Ⅰ
（
連
載
第
三
回
、
二
〇
二
三
年
一
二

月
号
参
照
）
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。

　

生
へ
の
意
志

　

瀧
が
東
京
音
楽
学
校
時
代
に
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
を
研
究
し
て
い
た

の
か
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
留
学
中
に
ヤ
ダ
ス
ゾ
ー
ン
の
講
義
で
上
述
の
和

声
進
行
と
増
四
度
の
処
理
を
学
ん
で
い
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

一
九
世
紀
末
の
ド
イ
ツ
語
圏
の
和
声
学
や
楽
曲
分
析
の
教
科
書
で
学
ん

だ
瀧
は
、
こ
う
し
た
こ
と
を
自
然
に
身
に
付
け
て
い
た
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
曲
は
繰
り
返
し
長
調
に
傾
斜
し
ま
す
が
、
そ
の
た
び
に
瀧
は
減

七
和
音
と
音
楽
の
流
れ
の
断
絶
と
い
う
技
を
用
い
て
、
こ
の
誘
惑
を
拒

み
ま
す
。
そ
れ
ら
は
こ
の
曲
を
劇
的
な
変
化
と
陰
影
に
富
ん
だ
作
品
と

し
て
い
ま
す
。
死
の
床
に
就
こ
う
と
し
て
い
た
瀧
廉
太
郎
は
死
に
屈
し

て
、
静
か
な
諦
観
に
落
ち
着
い
た
の
で
は
な
く
、
長
調
の
誘
惑
を
却
け

な
が
ら
も
生
へ
の
強
い
意
志
を
発
揮
し
た
の
だ
と
、
わ
た
し
は
こ
の
譜

面
を
読
み
ま
す
。
こ
の
意
志
力
は
芸
能
分
野
で
は
ロ
マ
ン
主
義
の
際

だ
っ
た
特
徴
で
あ
り
、
哲
学
的
に
は
主
意
主
義
（voluntarism

）
の
傾

向
を
示
し
て
い
ま
す
。
瀧
は
ま
さ
に
時
代
の
子
だ
っ
た
の
で
す
。

一
九
世
紀
の
西
洋
音
楽
の
調
性
感
で
は
自
然
な
移
行
で
す
。

　

断
絶
の
か
た
ち

　

中
間
部
は
概
ね
こ
の
ヘ
長
調
で
穏
や
か
に
推
移
す
る
の
で
す
が
、
最
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す
が
、
そ
の
ま
ま
Ⅴ7
に
移
る
の
を
拒
否
し
て
、
減
七
和
音
（
ソ
♯
・
シ
・

レ
・
フ
ァ
）
で
流
れ
を
断
ち
切
る
か
た
ち
で
第
三
部
を
終
え
ま
す
。

　

短
い
八
分
休
符
を
挟
ん
で
、
終
結
部
は
第
三
部
最
後
の
減
七
和
音
に

ラ
を
含
め
て
、
右
手
左
手
そ
れ
ぞ
れ
二
オ
ク
タ
ー
ヴ
半
（
四
小
節
）
に

及
ぶ
長
い
上
行･

下
行
の
分
散
和
音
を
奏
で
る
（
し
か
も
、
右
手
は
後

打
ち
）
と
い
う
激
し
い
動
き
を
見
せ
て
、
ニ
短
調
の
Ⅰ
に
な
だ
れ
込
み

ま
す
。
し
か
し
、そ
れ
で
終
結
部
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。
譜
例
３
の
第
八
・

九
小
節
で
は
、
Ⅰ
（
レ
・
フ
ァ
・
ラ
）-

Ⅵ7
（
シ
♭
・
レ
・
フ
ァ
・
ソ
♯
）

を
二
回
繰
り
返
し
て
、
Ⅰ-

Ⅴ7
（
ラ
・
ド
♯
・
ミ
・
ソ
）
を
経
て
、
第

一
一
小
節
で
よ
う
や
く
低
音
レ
の
上
の
厚
い
Ⅰ
に
到
達
し
ま
す
。
さ
ら

に
第
一
二
小
節
一
拍
目
は
、
ピ
ア
ノ
で
出
せ
る
最
低
の
レ
の
強
打
で
ニ

調
の
駄
目
押
し
を
し
て
、
こ
の
短
い
け
れ
ど
劇
的
な
曲
を
閉
じ
ま
す
。

　

こ
こ
で
Ⅰ-

Ⅵ7-

Ⅰ-

Ⅵ7-

Ⅰ
と
い
う
動
き
は
、
古
典
的
な
和
声
学

の
常
識
か
ら
は
か
な
り
異
様
で
す
。
Ⅵ7
は
ミ
♭
・
ソ
・
シ
♭
（
変
ホ
長

調
（
ニ
短
調
の
半
音
上
）
の
主
和
音
）
に
解
決
す
る
の
が
常
道
な
の
に
、

ニ
短
調
に
戻
る
こ
と
を
繰
り
返
す
の
は
凡
庸
な
和
声
進
行
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
実
際
に
聞
い
て
み
る
と
違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。
譜

面
を
見
ず
に
聞
い
た
ら
、
譜
例
３
の
第
八
～
一
二
小
節
は
、
和
声
的
に

は
Ⅰ-

Ⅳ-

Ⅰ-

Ⅳ-

Ⅰ-

Ⅴ7-

Ⅰ
と
い
う
平
凡
な
動
き
に
聞
こ
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、
ま
た
、
低
音
は
ラ-

シ
♭-

ラ-

シ
♭-

ラ-

ラ-

レ
、
高
音
は
ラ-

ソ
♯-

ラ-

ソ
♯-

ラ-

ド
♯-

レ
と
、
旋
律

的
に
は
跳
躍
の
少
な
い
自
然
な
流
れ
で
す
。
内
声
部
も
譜
例
３
第
八
小

節
か
ら
第
一
〇
小
節
三
拍
目
ま
で
は
レ
と
フ
ァ
が
共
通
し
て
い
ま
す
。

後
の
八
小
節
ほ
ど
で
雲
行
き
が
怪
し
く
な
っ

て
き
ま
す
。
譜
例
２
は
中
間
部
の
う
ち
第

一
三
～
二
〇
小
節
で
す
。
第
一
三
～
一
七
小

節
で
ヘ
長
調
か
ら
ト
短
調
を
経
て
ニ
短
調
に

転
調
し
ま
す
が
、
そ
の
ま
ま
す
ん
な
り
と
ニ

短
調
の
第
三
部
（
再
現
部
）
に
連
続
す
る
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
第
一
八
小
節
で
ニ
短
調

の
Ⅳ
（
ソ
・
シ
♭
・
レ
）
を
聞
か
せ
た
後
、

第
一
九
小
節
は
減
七
和
音
（
フ
ァ
・
ソ
♯
・

シ
・
レ
）
で
変
化
を
見
せ
て
、
第
二
〇
小
節

は
ニ
短
調
の
Ⅴ
（
ラ
・
ド
♯
・
ミ
）
を
前
打

音
付
き
の
厚
い
和
音
で
鳴
ら
し
て
、
い
っ
た

ん
こ
こ
で
音
楽
の
流
れ
を
止
め
ま
す
。
し
か

も
Ⅴ7（
ラ･

ド
♯･

ミ･

ソ
）で
は
な
い
の
で
、

Ⅰ
（
レ
・
フ
ァ
・
ラ
）
に
解
決
し
よ
う
と
す

る
勢
い
は
弱
く
、
宙
に
投
げ
出
さ
れ
た
よ
う

な
感
じ
に
な
り
ま
す
。
ヘ
長
調
で
穏
健
に
中

間
部
を
終
え
る
の
で
は
な
い
け
れ
ど
、
ニ
短

調
に
戻
る
覚
悟
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
も
な

い
と
い
う
中
途
半
端
感
で
す
。

　

第
三
部
は
概
ね
第
一
部
を
再
現
し
ま
す
。
譜
例
３
は
第
三
部
の
最
後

の
三
小
節
と
終
結
部
九
小
節
で
す
。
第
三
部
の
最
後
は
ニ
短
調
の
Ⅰ-

Ⅵ-

Ⅳ
と
、
第
一
部
お
よ
び
第
三
部
の
冒
頭
の
和
声
進
行
を
再
現
し
ま

お
の
づ
か
・
と
も
じ

東
京
大
学
特
任
教
授
／
名
誉
教
授

　　レシピを読む、楽譜を読む、図面を読む（九）

譜例２　瀧廉太郎「憾」中間部最後の８小節

譜例３　瀧廉太郎「憾」最後の12小節


